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人体と酸素
Human body and oxygen
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著者らは難治性不妊症の女性患者に石原の開発した軽度高気圧高濃度酸素カプセル装置を用い、組織への酸素拡散能を
高めて酸素供給をし易くすると、ある程度の妊娠出産効果の得られるという結果を最近得た。　この結果は、通常当然
と考えている人体での組織細胞での酸素の必要性を改めて認識させるものであった。　宇宙環境への人類の進出にとっ
て、微小重力や放射線、その他諸々の環境因子の人体への影響は強い関心も呼び、研究が精力的に行われて来ているが、
何よりも適切な酸素供給の行われることが人類の宇宙進出にとっては最も必要であり、全ての活動の基礎となるもので
あることを我々は改めて認識する必要があろう。　本発表では、当たり前のような事柄ではあるが人体にとっての酸素
の存在意義とその必要性をまとめてみることよって、将来の宇宙での人類の活動を考える参考としたい。
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